
様式第３号 

会    議    録 

会 議 の 名 称         令和４年度第２回朝霞第五小学校学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和４年７月１３日(水)                      

午後２時０５分から午後３時２５分まで 

開 催 場 所          朝霞市朝霞第五小学校 体育館３階 会議室 

出 席 者          

飯倉昇明 蔵田ひと美 菅原慎也 田辺敏晃 𣘺本太樹  

（司会：手島牧子  記録：猪狩一史） 

※ 【欠席】白鳥成章 高野友則 正野寛樹 三好正浩 

会 議 内 容          

 

（１）令和４年度新体力テストの結果について 

（２）学校における働き方改革について考える 

会 議 資 料          
・令和４年度新体力テストの結果について 

・学校における働き方改革 

会 議 録 の        

 

作 成 方 針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

ㇾ要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後〇か月 

会議録の確認方法 司会・記録による確認 

そ の 他 の          

 必 要 事 項          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）                             

１ 開会の言葉 開始 午後２時０５分 

 ・あいさつ、資料確認（教頭） 

 

２ 会長あいさつ 

・コロナの件数が少しずつ増えている。我々もできる限り対策をしていきたい。 

・教員の年々志願者数が減ってきている。子どもたちの将来就きたい職業、中高

生の中で教員はトップテンに入る。一方で、実際の就職率にそれが結びついて

いない現状がある。教員の働き方改革、今後何ができるのか考えていく必要が

ある。 

 

３ 教頭あいさつ 

 ・コロナ感染の状況報告。５学年林間学校は実施する予定。 

 ・一学期お世話になり、ありがとうございました。 

 

４ 熟議  

（１）令和４年度新体力テストの結果について（体育主任） 

①朝霞第五小学校の体力課題について 

 ・各学年男女それぞれのＡＢＣ（平均値以上の記録）の児童の割合を昨年と比較

した結果、２学年の体力低下が見られる。 

 ・投げる運動を体力テスト前の授業に取り入れ、投力の記録向上を図っている。 

 ・跳力、持久力の向上にも体力向上推進委員会と連携し、授業内で何かしらの策

を打つ。 

 

【質疑・応答】 

飯倉 ・体力テストの実施時期はいつか。 

   ⇒５月の最後から６月最初まで。 

   ・天気や気温によって記録に影響が出るかもしれない。 

 

菅原 ・測定時にマスクは外すのか。 

   ⇒種目によって外す。 

   ・記録に影響があるかもしれない。 

 

𣘺本 ・種目毎に人数が違うのはなぜか。 

   ⇒けが、体調不良等で種目により測定できなかった児童もいる。 

 

田辺 ・学校での体力づくりの取り組みはどのようなものがあるのか。 

   ⇒体力向上推進委員と連携して取組（なわとびなど）をする。 

   ・子どもが競い合ってできるような授業以外での体力向上の取組を、年間通

してできないだろうか。 

   ⇒業前の持久走などもあったが、勤務時間前の活動であり、子供の安全確保

が困難という理由でなくなった経緯もある。 

    なわとびカードなどの取組を検討していく。 

 

（２）学校における働き方改革を考える（教頭） 

 ①本校における勤務時間状況調査結果 

 ・次回の運営協議会でも意見を頂き、最終的に成果物（学校運営協議会発の働き



方改革推進リーフレット）を作りたい。 

 ②国及び県、市の動向と施策について 

 ③動画視聴 

 ④意見交換 

【質疑・応答・感想】 

𣘺本 ・自社では仕事の縦軸（同じ部署の組織）だけでなく、横軸（年代別）のリ

ーダー（アドバイザー）を作って相談しやすい環境にしている。縦では相

談するのが難しい。相談内容については、上司には報告を上げている。 

教頭 ・学校の働き方改革には、楽をしようとしているイメージがあるか。 

 ⇒業務を精選し、必要ではないこと、余計なことを止めた方がいいのでは。

（𣘺本） 

 ⇒ＰＴＡでも、先輩方がやってきたことをそのままではなく、必要なものは

残す、いらないものはやめるようにしている。 

    楽をしているとは思わないが、何かあったときに「やっぱり減らさなけれ

ばよかったのではないか」とならなければいいと思う。 

    組織で帰りづらい雰囲気を作らないように。 

一人で抱え込まないようにすることが大切だと思う。（菅原） 

蔵田 ・時間をかけずに仕事ができるやり方を、もっと共有できるといい。 

   ・子どもに対しての必要な仕事、以外のものを見直した方がいい。 

田辺 ・どんなことに時間を取られているのかを実態調査によりはっきりさせてか

ら、運営協議会として協力できることを考えてもいいのでは。 

   ⇒教材研究の他、各種会議や保護者対応に時間を要していることが多い。 

    次回、委員の方々に熟議していただく際には、実態調査をベースに考えて

いただけるよう、準備を進めたい。（教頭） 

 

５ その他 

（教頭） 

 ①次回開催 

 ・１０月２１日（金） １１：００～ （給食試食会あり） 

 ②学校公開日のお知らせ ９月１０日（土） 

 

 

６ 閉会の言葉 

（教頭） 

終了 午後３時２５分 

 

 


